
第 12 回建設業経理士１級財務分析 解答速報 

〔第１問〕  解答にあたっては、指定した字数以内（句読点含む）で記入すること。 

問１ 

建設業の特性として挙げられる定額請負契約とは、工

事代金の総額を定額で確定して契約する方式である。 ☆

この場合には、工事が完成し、かつ原価が確定するまで、

損益が確定しないのが通例である。また、工事そのもの

の個別性が強い。☆☆そのため利益率は個々の工事によっ

て異なることが多いという特性が認められる。☆☆  

 

 

 

問２ 

工事関連の資金立替状況を分析するための指標は、「立

替工事高比率」である。 ☆当該比率は、受取手形、完成

工事未収入金、未成工事支出金を合計し、未成工事受入

金を差し引いたものを、完成工事高と未成工事支出金の

合計額で除して算定する。☆  

現在業務遂行中の工事に関する立替状況を分析する「

未成工事収支比率」もあるが、ここにいう「立替工事高

比率」は、すでに完成・引渡した工事をも含めた工事関

連の資金立替状況を分析するものである。 ☆  

この指標が高いことは、工事関係のキャッシュ・フロ

ーがスムーズでないこと、すなわち資金の滞りが高いこ

とを意味する。 ☆したがって、一般には、この比率は低

いことが良好である。☆  

 

 

 

 

 

 

 

 

〔第２問〕 

記号（ア～ネ） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

キ ウ エ シ ス ナ ネ コ サ チ 

☆ ★ ☆ ☆ ★ ★ ☆ ★ ☆ ★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆の前の文の内容が 

正解で２点×10＝20 点 

予想採点基準 

 

☆…２点×５＝10 点 

★…１点×５＝５ 点 

合計 15 点 

予想採点基準 



〔第３問〕 

 ★(Ａ) 11,220 百万円 (百万円未満を切り捨て) 

     

 ★(Ｂ) 26,800 百万円 ( 同  上 ) 

     

 ★(Ｃ) 9,840 百万円 ( 同  上 ) 

     

 ★(Ｄ) 13,000 百万円 ( 同  上 ) 

     

★完成工事高経常利益率 1.86 ％  (小数点第３位を四捨五入し、第２位まで記入) 

 

 

 

 

 

 

〔第４問〕 

問１☆ 40.0 ％ (小数点第２位を四捨五入し、第１位まで記入) 

    

問２★ 2,100 百万円 (百万円未満を切り捨て) 

    

問３★ 1,700 百万円 ( 同  上 ) 

    

問４★ 80.0 ％ (小数点第２位を四捨五入し、第１位まで記入) 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★…４点×５＝20 点 

予想採点基準 

 

☆…３点×１＝３点 

★…４点×３＝12 点 

合計 15 点 

 

予想採点基準 



〔第５問〕 

問１ 

Ａ 総資本事業利益率 ☆ 2.71 ％（小数点第３位を四捨五入し、第２位まで記入）  

    

Ｂ 経営資本営業利益率 ☆ 3.10 ％（同上） 

    

Ｃ 完成工事高キャッシュ・フロー率 ☆ 0.71 ％（同上） 

    

Ｄ 立替工事高比率 ☆ 30.07 ％（同上） 

    

Ｅ 運転資本保有月数 ☆ 0.53 月（同上） 

    

Ｆ 営業キャッシュ・フロー対流動負債比率 ☆ 2.06 ％（同上） 

    

Ｇ 有利子負債月商倍率 ☆ 1.31 月（同上） 

    

Ｈ 支払勘定回転率 ☆ 3.46 回（同上） 

    

Ｉ 付加価値率 ☆ 21.75 ％（同上） 

    

Ｊ 労働装備率 ☆ 9 百万円(百万円未満を切り捨て) 

 

問２ 

(１)記号(ア～モ) 

１ ２ ３ ４ ５ 

エ ク チ コ ソ 

★ ★ ☆ ★ ★ 

 

(２)記号(ア～モ) 

６ ７ ８ ９ 

サ シ フ ナ 

★ ★ ★ ★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★…１点×８＝８点 

☆…２点×11＝22 点 

合計 30 点 

予想採点基準 


